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京
都
の
青
年
を
戦
場
に
送
る
な

市
長
、
自
衛
隊
員
募
集
に
市
民
の
個
人
情
報
を
提
供
!?

「
申
し
出
た
人
の
名
前
は
提
供
し
な
い
」
と
答
弁
が
変
化

国民健康保険学習会開く
＝南区社会保障推進協議会

２月 21 日、南区社会保障推進協議会主
催、国保学習会が開かれ、井上議員から、

市国保の現状や、共産党国保政策の概要

などについて、お話させて頂きました。

国保の場合、「所得が低いのに保険料が

高い」のが特徴で、特に、所得に無関係

の均等割・世帯割がかかっていることが

大問題。これらをなくせば大幅値下げが

可能、そのために、全国知事会も言って

いるように、国費投入が必要、等々と話

をさせて頂きました。「社会保障としての

社会保険は保険料も一部負担金も安くな

る方向がめざされるべき」と強調、税金

の集め方使い方を変えれば日本の経済力

でそれは可能と訴えました。

ヘルスピア開設２５周年記念

いきいき健康フェスタ(2/24)
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社
会
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る
」
も
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